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VC明瞭vC紹介されているので,こ こでは省 く｡この研究会後我々の グタレ⊥プは
東大物性研の箕村研東宝の協力により,液体 Naの S(Q,)の圧力変化の結巣を
得た｡ Mc)Kα を用い透過法による種々の補正が必要であるが,兎VC角 preli-















ヵの領域は低圧 (電子軌道の遷移を含まぬ領域 ,通常 104- 105 気圧以下),
中庄 (価電子の電子軌道の遷移が起る飽軌 104-106気圧),高圧 (内穀電子
の電子軌道の遷移が起る華 軌 1･06- 108気圧),超高圧 (原子が完全に イオ
ン化される領域 108～ 克圧)および超々高圧 (中性子量のように物質は骸物
質化している領域)と分招.て 考えるのが適当であろう-O瞳空の額域におけ る圧
力の魔 対値は,物質にまって異をるO 当面われわれの目標は低圧と串圧等あ る o
低圧においてば物質における分子の凝集力の起源のちがいが融解現象にどの
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